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　藤岡（1907）は、さらに、「仮名文ローマ字の性質上の差」と称して、音節文字のかな文字、
音素文字のローマ字を対比しながら、次のように述べている７）。
　右各字體間の類似如何は別として、何故に假名とローマ字と字數上かくちがったことがあ
るかと云ふのに、一は音節文字であり、一は一音文字であるからである。
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　他にも、藤岡（1907）では、ローマ字の優れた点を述べているが、紙幅の関係上、ここでは
省くことにしたい。藤岡は、この時点で、日本語にとって、理想的な文字とはローマ字である
と、強い信念を抱いたことを窺うことができるのである。
4.2　藤岡勝二のローマ字化国語国字運動の軌跡
　本節では、藤岡勝二の経歴の中でも、ローマ字化国語国字運動に関わるものを時系列にみて
いくことにする８）。
明治33（1900）年 3 月　　
　 　羅馬字書方取調委員に任じられる。
明治38（1905）年　　　　
　 　田中舘愛橘を支持する日本式ローマ字派と大同団結して、「ローマ字ひろめ会」を結成す
る。
明治40（1907）年 1 月 8 日　　　
　 　「ローマ字ひろめ会」が、第一回綴り方教室を開催する。その折、ローマ字の呼び方並び
に綴り方に関する様々な材料を集める役割が、藤岡勝二に委ねられる。なお、当日の会には、
藤岡以外に、委員長の上田萬年、高楠順次郎、田中舘愛橘が参加している。
明治45（1912）年 7 月 5 日　　
　 　「ローマ字ひろめ会」が、神田青年会館において、国語国字問題における大演説会を開く。
ここで、藤岡は、ドイツ文学者向軍治（1865‐1943）と児童文学作家の巌谷小波（1870‐
1933）等とともに、ヘボン式ローマ字の正当性を強く主張する。この出来事が契機になり、
日本式ローマ字表記法を支持する派が離脱することになる。　
大正 8 （1919）年　　　　　
　 　藤岡勝二が、『ローマ字引實用國語字典』を三省堂より刊行する。
昭和 5 （1930）年 1 月 8 日　　　　　
　 　文部省の官邸において、非公式ではあるが、国語国字問題に関する会合が開催される。こ
の時には、「ローマ字ひろめ会」の主要メンバーが結集して、日本式ローマ字の正当性を主
張する田中舘と意見の相違がみられた。当時は、ヘボン式ローマ字を採用する案のほうが圧
倒的に有利な状況であった。出席者には、鎌田栄吉、嘉納治五郎、上田萬年等がいたが、い
ずれもヘボン式ローマ字を支持しており、ローマ字理論の精神的支柱であった藤岡勝二の存
在もきわめて大きかったといえる。
昭和 5 （1930）年11月26日　　　　　
　 　文部省より、藤岡勝二に対して、臨時ローマ字調査委員会委員を委嘱する辞令が発令され
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る（『官報』昭和 5 年11月27日付より）。
　上記以外にも、藤岡勝二は、ローマ字化国語国字運動に関わる実践的な活動をしているが、
ここでは代表的な事項に限定した。
　なお、本稿では、当時の社会的背景を理解するために、文字も当時の表記で記す必要がある
と判断した場合には、旧字体を用いたことを付記しておく。
５．おわりに
　本稿では、言語学者藤岡勝二が、ローマ字化国語国字運動において、どのような役割を果し
たのか、言語政策、社会言語学的観点から考察した。当時のローマ字化国語国字運動とは、一
部の研究者だけが推し進めたものではなく、様々な分野に属する人々が参画した国家的プロ
ジェクトであったと考えられる。現在では、想像すらできない数多くの人々がこの運動に参加
しており、ローマ字、とりわけヘボン式ローマ字を日本語の文字体系に組み込むことを想定し
ていた。その中心的役割を担ったのは、「ローマ字ひろめ会」であったが、日本式ローマ字と
は異なり、この会は現在、存在しないため、当時の全貌を明らかにすることは難しかった。し
かしながら、本稿の考察によって、「ローマ字ひろめ会」の機関誌『RÔMAJI』の中に掲出さ
れている人名や論考から判断して、国語国字問題が、国家の重要な事項であったことを窺うこ
とができた。そして、この会の理論的支柱が言語学者藤岡勝二であった。藤岡は、東京帝国大
学文科大学言語学科教授を唯一人で、三十年近くも務め、数多くの弟子を育てている。他にも、
研究テーマは、多岐にわたり、サンスクリット学、アルタイ諸語の文献学的研究、辞書学でも
よく知られている。
　当時の国語国字運動、とりわけ、ローマ字化運動とは、専門家だけの問題ではなく、言語政
策に関わる問題を包含した社会言語学的観点からのアプローチが必要な重要な研究テーマなの
である。
　本稿では、紙幅の関係上、全貌まで明らかにすることができなかったが、今後は、「ローマ
字ひろめ会」の実態、機関誌『RÔMAJI』をさらに綿密に考察したいと考えている。稀代の言
語学者藤岡勝二が残したローマ字化国語国字運動の考察は、近代の言語学史、日本語学史に
とって頗る重要な研究課題となるからである。
　上記の点において、本稿が、その先駆けとしての役割を果す論文になりえることを願ってや
まない。
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注
１）この点については、拙著（2017）でも指摘したように、八杉貞利が、博言学科在学中に記した日記『新
縣居雜記』からも、当時の状況を如述に窺うことができる。例えば、ヘルマン・パウルの『言語史原理』
（Prinzipien der Sprachgeschichte）は、当時の博言学科の学生の必読書であった。
２）拙著（2013）pp.27‐28を参照した。
３）本文は、拙著（2018）p116を引用した。ただし、説明の都合上、一部改変を施した。
４）原文は、モンゴル文『金光明経』の中の「捨身飼虎」の一節から引用した。
５）筆者は、日本語を類型論的に分類するときに「膠着語」という名称を使うことが相応しいとは考えて
いない。藤岡（1907）も同様に、この用語を使わないで、一貫して「粘着語」という用語を採用して
いる。統語的観点からみて、日本語が、膠着語の膠「にかわ」のような堅い配列を有している言語と
はとうてい思えない。この「膠着語」という用語については、言語学的観点から稿を改めて論じたい
と考えている。
６）本文は、藤岡（1907）pp.177‐178を引用した。
７）本文は、藤岡（1907）p178を引用した。
８）本文は、拙著（2013）pp.137‐138を参照した。
引用文献
上田萬年（1897）『国語のため　訂正版』冨山房（復刻　安田敏朗校註、平凡社　2011）
上田萬年（1903）『国語のため　第二』冨山房
柿木重宜（2002）「藤岡勝二の言語観―系統論と国語国字問題をめぐって―」『国語学会　2002年度春季大
会要旨集』国語学会　pp.137-144
柿木重宜（2003）『なぜ言葉は変わるのか―言語学と日本語学へのプロローグ―』ナカニシヤ出版
柿木重宜（2007）「なぜ『棒引仮名遣い』は消失したのか―藤岡勝二の言語思想の変遷を辿りながら―」（全
国大学国語国文学編）『文学・語学』第188号　pp.50-58
柿木重宜（2013）『近代「国語」の成立における藤岡勝二の果した役割について』ナカニシヤ出版
柿木重宜（2017）『日本における近代「言語学」成立事情Ⅰ―藤岡勝二の言語思想を中心にして―』ナカ
ニシヤ出版
柿木重宜（2018）『新・ふしぎな言葉の学』ナカニシヤ出版
言語学会（1900‐1902）『言語學雑誌』冨山房
田丸卓郎（1920）『ローマ字文の研究』日本のローマ字社
藤岡勝二（1906）『羅馬字手引』新公論社
藤岡勝二（1907）『國語研究法』三省堂書店
｜ 17 ｜
言語学者藤岡勝二とローマ字化国語国字運動
藤岡博士功績記念會（編）（1935）『藤岡博士功績記念言語學論文集』岩波書店
文化庁（2006）『国語施策百年史』ぎょうせい
八杉貞利　和久利誓一編（1970）『新縣居雑記』　吾妻書房
安田敏朗（2006）『「国語」の近代史―帝国日本と国語学者たち―』中央公論社
  （かきぎ・しげたか　外国語学部教授）
